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日本の X は^温多 is で，じめじめ 
と*い。だが感性の銳い先人はこ 
れを即物的に解決するのではなく 
こころに 「 1¢ かぜ」を lr くる/7法を 
編み だす。 藤 村に . 

•なぅ rf ) を打<ばかつちる疗菜かな 

.. t いぅ句がある。茶逍の 

世界 もまた S をさわやかにしてく 
れる。色，形、味，音がかもし出 
す涼やかなシンフオ-1/ 

描力 ✓* 去田宋味師 
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月刊，え<てびあ Air 立 J II と語ろラ • 立 JII に生きよラ 
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表紙は語る 


まいあ一と _ モザイクアート 
「バカンス j & y 鈴不由费子_ 
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立川变瘡 


太陽神戸銀行 
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_ 漢字ァス ト© 

空欄に一字神入を拭みよ。 

子 奮迅 
遍地 花 

@ 7 月 22 日出_催_ 

国営昭和記念公固花火大会 
• 89 ミス立 JII コンテスト 

来詳しく は 024 — 2105 


ればいけなくて•毎晚せっせと lilj 
作•」励み iL たね。手先が沿用で 
ない私にとっては大変でした。でも， 
出来ないながらも目標をもって IU 1 
かってぃくと，6分でも^付かない 
力が*いてくるんですょね。^が 
つくと、 A 分でも： m を兒张るはど 
の出来1:ビック y でした。 HS を 
持つて トラィす るつて大切だなと 
ジワリ、ジ 7 V と身 (; 
感じてきましたいと， 

鈴木さん。ブロとして 
時を]&ねて作品1:して 
いくこ t もすばらしい 
ことではあるが、苦 T - 
ながら努力 I その中か 
ら得た春びもまた•すばらしいこ 
とだと思ラ。ちなみに•この®-•小 
会、 (? 生課- k 催だけあって健康診 
胼の日に r > わせて行ぅそぅである。 
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•いま •この® V は£蕪ブ—ムだ 
そうですが*別にブ—ムでなくと 
t 人間はみな『百代の過客」には 
ちがいありません◊大河を班ぶね 
で漉るような、あやうい存在のな 
かにも人は何かを築こうとしてい 
ます。 # #に U 立川駅百年を祝い 
来年は fh - 政五十年。えくてびあん 
はこの号で五周年を迎えさせてい 
ただき iL た*わずか五年•され 
ど iL 年という心境です** •もと も 
と年 ft だけを谤るのは a かなこと 
です、手をこまねいていれば時 U 
邁ざて行くのですから。時のなか 
に「何か」をどのくらいこめられ 
るか"新連鈸『わが家は：一代 BJ 
を通して•時の#.みを®じていた 
だければ 0 ちなみに、時の 5 e 念口 
はもう遇ざました。 •沖 S の白 
きは白しえくてびあん。 
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『この作品を作つた 
きつかけですか… • 
会社の文化向 h の為 
かな？」 t は、八王 
子小宵町1:お注いの 
鈴木 rtl 类+さん•多 
牵€-^倍用金砵に勁 
めて5年といぅキヤ 
リヤウ I マン。「ぅち 
の会社では年に一瞍， 

会社あげての文化«(役 
腾 ft 作 eg 展 > がありま 
I て•役職者から各支 
店のひとまで含めた大 
展示全が? T われます。 

絵！； • sm * エ$ 等1: 

分れ、今 N は90点からの出品となり 
年々盛んになつてます。主惟が^ 
生5*なので関係深い課にいる私と 
しては、率先多加し盛り上げなけ 



真如苑だより 

五年問、ひと Htx かすこ 
となく立川の皆さまに，ご来 
苑いただきました •«. も冬も • 
こ n からもどぅぞ•よろしく 
お*い中します- 

七月の貞如苑は"ことさら 
に i # やかです*おそろいでお 
出掛けください • 


• n 時 7 A 15 日 tt ) 

3 l » s 〜5^^ 

■卸本味‘典如宝物館をはじ 
めと I て映.幽など盛りだくさ 
んの闲 S が I てございます • 
■立川市民(成人)!:限らせ 
て10きます。 

•お申1込み 
は r ぇくてび 
あん • n ンバ 
ニオン」<本誌 
を手渡 I てく 
れた人> へ" 
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昭和四七年，^校生と L 
て日本初の^:速 tt を果し 
た. rvIW * 輝さん(部顧問 r 
「今回の海外速征で7间ほ 
どになりますが、内 s lrll が 
学阑の部 n たちとです。3 
年をかけて計画するんです 
が，その問に生徒自ら志 I 
た登頂への気持を大切に宵 
てていく、また発した思い 
の力がアタックの時に強さ 
t なつて体中に現われてく 
るんですよ n これが、柙し 
付けだつたり L たら•铑る 
ことは出*ないでしょぅね0 
よく*山のよさ； e など t いわ 
れますが •« かた^<0然と 
自分が一体になれることで 
すね。それからな4とい-〇 
ても、自分 t 同じ苦痛と汗 
をかいてきた仲 ra と共に行 
ける ct が1*じやないか 
と思います j と、チヤレンジ 
ヤー達を率いる隊 fi , ffi « 氏 


在^^，嵌年少でヒマラ 
ヤ速征に#加したんですが 
商山痈で登頂できず、ヵナ 
ディアンロッキ—の時は結 
嵴ゃ什裝で參加を断念。私 
の二度の無念な思いを家族 
U 知つてるものですから， 
今回の fgllt # 加を^人は快 
滿してくれます I 、3才の 
娘の面倒は•北海 ifi の•姊と 
実家の父と二人でみてくれ 
る¥になりまして•十卩の 
合 rs には出来るだけ参加 L 
たり、足 R を鍛ぇる slil 練を 
いろいろしていますが*その 
問、- f 供は主人がみてくれ 
て*本 ei に杆鳆いと思つて 
います"私、何かにかけて毎 
R ®£!) LT 1£ きていたいん 
です。娘もさみしいでしよう 
けど、いつか rp ] じ女として 



今回初めての海汴湟征と 
いぅ森川さん。「节*1て 
2年が i & r ましたが•チユ 
ル—**柬峰アタックの朗報 
を WI いて*'ょし • tHA が 
入りま I た•岛抆に人るな 
ら•海 nsff を LS 山では 
名門と間いていたここしか 
ない•その [11 岳部に•と思つ 
ていました*人つたものの， 
朔レンで-*-い荷を«れつて 
の#;«は，ほとほ t 身にこ 
たえました-しか L 、 目的 
のために U と*努力®ねて 
きま L た* III を®つている 


わかつてくれる t 思います*ときは，なんで芮労して登 
今は每日張りがあつて淇えらなきやいけないんビろう 


が來る程 W しいです。 



と思ぅんですが * mh に立 
つと次は：：と、新たな活力 
が两いてくるんです*«る 
時、^持の中で皆とひとつ 
になり、共に皆のことを思 
うことが大切ですね U 技術 
より心と心の結びつきかな」 


ビデオカメラマンとして 
同行 Li す。 gl は立川女 - f 
高山 ft 部の初めての^外逭 
证に父(稚さん)がカメラマ 
ン tL て同； t してま I て， 
その綠で今 M 私が参加する 
こと： T 登山経软がないの 
で迷つたんが，父の跡を 
継 r たくて決心したんです。 
以米.合宿に参加して fl 山 
圳練をしたり走-〇て体力作 
りをしたり I ています•機 
M が ft キロあるラえ、描^の 
ために哚 tt のリズムを狂わ 
せ6$はできませんから* 
後ろから少1撤衫してすぐ 
追いかけたり、休んでる時 
に先行して•«々て米るの 
を«つたりする參になると 
思いますので*いろいろ厳 

しいで 1 -ね•でも rr くから 
にはぜひ II 上に 9 りたい。 
t にかく項上での撮杉は絶 
«•(: L たいですからね。 
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立川クイズ 

「北掩の®」といぅ rrKll を耳に 
I たことは*りませんか■今では 
ut んど使われなくなりましたが 
苕は立川阇辺独得の表現だとか。 
さて，その息味は？ 

で找るから北{蓊た> なり* 
いつも同じものを*ているさま。 

② 北»で笛が呜っても釤紫はない 
#から、痛くも痒くもないこと。 

③ 北：^の宙など雄も兒たことがな 
い。つまり•兄たこ t も m いたこ 
と t ない、といラ怠味。 

〔先月号の答〕 ❷ 

天里哇下が盅太子であられた昭 
和 16 年 10 月 28 日学習院初等科 2 年 
生として立川辩行場をご見学に。 
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昨年九 A に北#;に来ましたが、 

この年<69才 >にして 7 C 気(:て. It 

京の冬も無事1:遇すことが出来ま 

L た。私の 1 L 事ですが、日中友 ftf 

技術指#として北京に#りまして 

»餡{あんこ)の技術指導にあたつ 

ています埸は国»で*従業貝 

は 20 代〜 30 代の人逢が 100 人位，勿 

論«公務 fi です。こちらに來て栈 


術を指導する前にした事は•いい 
物を典心こめて作れば収入が增え 

自分逢の生活向上<:つながつてい 

く，それを伝える亊でした。中 M 

側の资さんの H * かい心づかひにて • 

又若い人逢が一生想命に努力なさ 

れ、あんこも嚼羽に大董牛産出米 

るようにな令ました ■ 

ここで作られるあんこ 

の®料は天 i ? 小豆とい 

い，古林有•黑能劣<ど 

ちらも旧満州 r ; 河北省 

がその産地です•出来 

た製品は国内で使われ 

る他，日本(横浜)，パ 

ンコック，シンガボー 

ルに输出されています。， 

昨年十 M »、 食品 «K mr 

会が北京で闇 fs されました- 

初めてのことで•大へんなにぎわ 

いでした。工場でもあんこを出展 

いたし、荚味 I いと好評を傅 I ま 

した • 0：本は中31から-番 H - o て 

くれるお得.£さんだから根庠さん 


代表で，といラことで私も北 J ?; 市 
から招；；；：されま1た•同封の写 K 

は、その時のものです。色々 ts 

きたいことはたくさ/ L ありますが* 

傾 E いたした際にお話しいたす考 

へです。 

根岸さんは•こ 

の程，中国の状勢 

変化のため总濾帰 

固された。亊 S が 

is 化する！方なの 

で、やむなく大使 

鲔を通じて^ K を 

し、？ H 港までの道 

も大使館の旗をつ 

けた車でやつと通 

過するといぅ浞乱 

の中での^围だつた t か。ぇくて 

びあんを米訪された元気なお姿に 

钿&貝一同ホツ 1 1たが、 - t 仕事を 

そのまま C しておけませんから」 

と、中 as の状況が落ち*-き次第 

また北 <( に戾られるとの車である" 



「大会新」ぞくしゅつで 
盛りあがる 

第 6 W 來溆都'トジユニァ陸 hss 
ii 記鍅会(主傕•朿京都ド陸 h 妓 
技連合> が' 60:3 .4 日の 2n 
間にわたり * 川 ill 営睦上競技 
塌にて阗催された。$ひとつ 
ない犬候のなか . gsra 体の* 
f は »- 神：：：：に U 頃鍛ぇあげた 
力を rr - 分に披*した■中学の 
部では、二百，八百メートル 
を初め7棰目に大会新 ； y »が、 
在校においては • の人 
会新記録が^れた。昨年『ベ 
スト立川入 Mj (ぇくてびあ 
ん蝙 ' It 丄房主11>に選ばれた 

B 小林撤若 <九 
百メ| 
トル骹技にお 
いて •：： 秒03の 
大会新 ad 鉢を 
出 if た- 
一 W の活躍 
に期诗したい。 
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合哄運鲇が盛んななか、第 
12 IP 1 全日木おかあさんコ—ラ 
ス 会が63:3 • 4:□の 
両 R 、 立川市民会舱•昭和女 
子人人 aae 念»«にて行われ 
た。ぬ It るよぅな古空のなか、 
59|^|阼妁千九 H 名の声が典や 
かに S いた"#*により 150] 
体が大会寅を受け、さらに5 
间体が^^代表として8月27 
日に広 a 厚牛^金会館で WI か 
n る全国大会への出^梅をぇた" 
この大仝で立川合喵連盟の！111:で 
あるコ—ラスグル—ブ p ホーチェ • 
たちかわ』(林みち子さんを初め t 
する45名より構成》が进ばれた。 

全固大公には約§ N 1体が%うが、 

5かな立川のコ|ラスの華が咲く 
ように•こころから応接したい。 
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藏 我家はク代目 

時の流れにコタ増して 


考舖といい穩篇の*み 
という。それも3代つ 
づけば語り尽くせない 
物語があろう。この街 
にも沈黙して靜かなる 
物箱のかずかずがそこ 
ここに睜されている0 




▲»檐「キッコー安代安 A 邮氏め名抑から. 3代目は護名こそしなかったが/安，の一文字をしっかり*け繼ぐ • 


•鬥柱にかかる m 板の薄れた文字 
が.霾ねて来た年月を物 ft る. 


♦安成氏が中字生の壜、：：め上で 
逮立ちをした寧が袭> るという遭突 • 
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钃亊娜塌 


哭 1 T 宠 W ： 駚場 I での醤，在 


宛表会のひと 


r'7 


龄*ふ/ 








